（参考様式）（第８条関係）
環境の保全のための措置の検討状況書
	①検討の
対象項目
	②事 業 内 容
	③チェック
	④環境保全措置の具体的な内容※1,2,3,4

	粉じん
	(1) 事業区域に住居等が隣接するか
	□　はい
□　いいえ
	【(1)、(2)がどちらも「はい」の場合に記載】



	
	(2) 切土・盛土を行う計画か
	□　はい
□　いいえ
	

	騒音・振動
	(3) 建設機械が稼働する計画か
	□　はい
□　いいえ
	【(3)、(4)がどちらも「はい」の場合に記載】



	
	(4) 次のいずれかに該当するか
・近隣に住居等が存在する
・工事用車両の走行ルート沿い
に住居等が存在する
	□　はい
□　いいえ
	

	水環境
	(5) 事業区域内に次のいずれかの区域が含まれるか

・水道水源保全地区
・水資源保全地域
	□　はい
□　いいえ
	【(5)、(6)がどちらも「はい」の場合に記載】


	
	(6) 次のいずれかに該当するか
・薬液注入工法を採用する

・事業区域内で農薬を使用する
	□　はい
□　いいえ
	

	動植物
	(7) 事業区域内に次のいずれかの区域が含まれるか

・国立公園、国定公園、県立自然公園
・長野県自然環境保全地域

・希少野生動植物の生息地等保護区
	□　はい
□　いいえ
	【(7)～(8)のいずれか又は両方が「はい」の場合に記載】


	
	(8) 事業区域内の次のいずれかの区域において、切土・盛土や樹木の伐採を行うか
・国有林、地域森林計画対象民有林
・郷土環境保全地域
・鳥獣保護区
	□　はい
(　いいえ
	

	触れ合い
活動の場
	(9) 事業区域内に次のいずれかの区域が含まれるか

・国立公園、国定公園、県立自然公園

・郷土環境保全地域
	□　はい
□　いいえ
	【(9)、(10)がどちらも「はい」の場合に記載】


	
	(10) 次のいずれかに該当するか

・事業区域に触れ合い活動の場が含まれる

・事業区域や工事用車両の走行ルートが触れ合い活動の場に隣接する
	□　はい
□　いいえ
	


※1　③列にチェックした結果、環境保全措置の検討が必須である場合において、環境保全措置を検討した結果、環境保全措置を不要と判断したときは、その旨及び理由を④列に記載すること。
※2　環境影響評価法又は環境影響評価条例の対象事業については、環境保全措置の具体的な内容の記載に代わり、環境影響評価図書（事業基本計画書においては計画段階環境配慮書や環境影響評価方法書、許可申請書又は設置届出書においては環境影響評価書）の写しを添付することも可能。
※3　許可申請書又は設置届出書の作成にあたり、事業基本計画書から④列の内容を変更した場合は、変更後の内容及びその理由を④列に記載すること。（④列のうち、変更していない箇所には、従前のとおり記載すること。）

※4　③列にチェックした結果、環境保全措置の検討は必須ではないが、事業者が必要と判断して検討した環境保全措置の内容を④列に記載することは可能。
